
北海道駒ケ 南麓の地形

一特l乙流れ山を中心として一

坂本貴裕

l 序

火山国である日本では従来から火山体そのものはついて

い我国では近年火山由麓も開発の手が加ってきて，そのた

い。又，国土の挟

も護人におζなわれてきて

いる。筆者は火山山麓の地形に興味舎もち，そ

南麓を研究対象地として選んだむ

与を明ちか記したく患い， ::ltj毎道験jケ岳の

駒ヶ岳山麓も他の火山山麓と ( Fall deposite )と流下堆積物(Flow 

depos i te )1ζよっておおわれている。しかしながらこの流下堆積物の分数はまだ明確にされて

はいない。そこで筆者は一応水野先生の分類方法(表 1)によって ζの論文ぞ進めてt，く D こ

の分類によると南麓は広〈岩弱流堆積物によっておおわれており， ζれは河川を堰止め奪菜沼，

小沼号彰或している。また南麓は流れW( Flowmound ) く分布していると乙ろ

し， r有麓の地形発達につでもある。そこで筆者はこの流れ山の分布と内

いても若干的考察号加えてみた。また，他地域の流れ山との比較号して当地域の流れ出の特徴

をあげてみた。なお調査は現地調査の他， 1/勾の空中写真υ/2.5万の鮪形留を乾揮して

おζなった。

表 1 火山性流下堆積物の分類(水野先生による〕

本質的な噴出物

からなるもの

1I 

駒ケ

1.'¥る るO

砕層読 (ιe e ardente ) 

軽石流 大型 (major ) 

(pum i c e f 1 ow ) 小型(部ino r ) 

岩層流 flow type 

( d e b r i s f 1 ow ) avalanche type 

泥 流 (mud f low ) 

は水野先生( 1 9 6 2 )の報告があり，山麓に

軽石流車詰物，岩層草積物の 3つに区分しているO とのう

よって広くおおわれている。岩屑流堆積物は駒ヶ岳の隅円形火口及び

したときに流下したもので，渡島山地北麓にまでせまり， 11号壊止め

|号堰止めて大沼，小沼を形成しているo 南麓はまた流れ山が多く分持して

は流れ山の露頭観察の結果，岩層流そ赤井川吉層疏，軍JI 葉大
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3つiζkK分した。軍JII・東大沼両岩謄読はおおわれた地域は平地となっていて大部

として利用きている。さらに農地造成のためとれらの地域では現在流れ山のとりとわ

おことEわれている。

臨 流れ出の分奇ー規模・流動万向・内部成物

(j) 赤井川岩層流地域

この地域は駒ヶ岳の西南麓i乙位置し，ゆるやかな波状地形や乏していて酉から東へとわずか

に傾斜している。岩屑流は赤井JIIや宿野沼Jflそ堰止め，又その間接には多くの沼や湿地が彰成

されている。流れ山は専菜沼の堰止め部からセパットKかけて集中していて，験ケ岳出体側に

はほとんど見られない。当地域の流れ出は比高 5m以子ーで， f患の 2地域に比べ現棺が小さ l'0 

{まj仁志〉ら需へと向いている。鴇成お片tま鵠u'Ii山おで最大佐 50σn， 

Matrix スコワアと胃告の火 ら なっている。当地域の岩屑流

i岩弱読士事議のそれに較べていくぶん患っぽく/なっている O 流t~ Lllω表面には

障さ 10-.....30cmの経下軽ちのf蓄がみられるが， ζれは他の 2地域lζ も見られ比較的新しいも

のである。なおセパット付近で軍JlI岩層流堆積物が赤井川岩尉流推桔物の上にのっている露頭

(jj) 

こ

きた。

はさんで北側の山体部と南側の平地部氏分けられる。

!右岸までつづいているが，油田

岩層流地域に分けられるO 流れ山は平士鹿児散在している。当地域錯誤1を窓口

セパットから

と東大沼

ら大

沼へと流入していて，この両岸に分布している流れ出は比高 10mと大きいもものがそろって

いるが，地では比高 5m以下である。出捧袈iの流れ出は標高 170-.....300mのと ζろに分布して

いて， 2 0鵠と少ない。流動万;誌は山 ある

の未端誌にみた 山山麓iと克られる流れ出の特徴と河じで， つ

ていなl'0こ

がある O

構成している岩層流とそれをおおっている日附f況の 2つ

ら Ocmの薄葉色をした輝石安山岩の岩片と同色のスコリアと

の火山頁によって構成さ札ている。この流れ山本体をおおってい

岩の岩片の数は本体を構成する岩層流より少々くなっている。又，

粘土騒が見られるととろがある。これは流れ山間地のところに局部的に見られ

あると思われる。山体側では流れ山本体を構成する岩唐流だけが見られる。

当地域及び東大沼岩層流地域では流れ山のとりこわしが重んに行なわれていて

易に観察するととができる。それによると流れ出のコアとなっている岩塊は最大窪 3m， 

2m前後である。 きいものはその講成物も大きいと報告されている
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よると流れLlJの規撲

って決められるのではt.Jl'かと思われる

(iiP東大沼岩層流地域

当地域は池田麗駅付近から軒戸Jf

中でも大きなものがそろっている。大七沢JI

きさよりもむしろコアになる岩塊の数によ

め音sまでである O 流れ出の規模は 3tU2域の

号ぬうように流れていて，この

1 0 m~上の大きなものが集中している O
，
 

り

波状地形を呈している O 流れ山 1 5 {匿で

向いている。流れ山 てい 変わらないが，

くまじっていてmatrIxとしての火山灰も

議化した岩片が多く火山灰の量は佳日比べ多くなっている。又，

をおおっている G 雨鱒111や大七沢)[1付近Jこは採居場がいくつかあり，とちこわされ

た流れおの深部まで親察できる。その右片及びスコリアと火山灰は草川岩石流地域と同じもの

でみった。又，開高 70 mの留の湯付近の谷理iζ も草川岩界流が晃られた。これらのことから

東大沼岩時流は軍Jf 1るものと号えられる。こ

しているωは東万広大きく開いている高蹄形火uに大きく関係していると思われる。

している O 現地で、の聞込みによると，昭和 4年の噴火の擦はも桃子

口から砂原万苦にかけて大量の軽石ゃ火山灰が降り大きな災害となったが，最大沼会主ら西はた

いじて許望号受けていない。

五7 駒ヶ岳期麓の地形発達

四 ( 193 9 ) 

さは 1.........2mしかなし'0

してし 1ることカ〉ら

と ょっ られたとしているが，

はるかに!手く

よって堰止められたと考える O

156mであるa大沼・小砲の現在の潮水面は 131mであるが，軍)11，東

粘土の層

現在の湖水産は

きたことなどにより，かつて

測できる。又，手井川岩場流地或で軍Jf っているの

150m 位まであったと

きた。

以上のことから ，大詔・小沼よりも彫成時期が早いものと考えた。軍11

140mのセパット付近から標高 70 mの留の湯付近まで約 7Kmと出範胞にわた

っている O この岩持流は:埠発時民地iこり式民流れ出たもので，流れ山にのってL

2次的lζ流れてきたものと考えられる。軍)11岩清流地域でほ茶

このようなものは見ら

のつ亡いるのは前記したとおりで

られるが，

れなl'0又，東大沼岩塘流堆積物は軍J[
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ある。乙の乙とから，かつて池田園駅付近で、大沼の堰止めがあったのではなし 1かと推測される。

大沼・小沼はかつて標高 150m位まで水位があったのではな~"\かとしたがそこまで水位が高

くしたのは東大沼岩屑流であり，その後堰止め部が駒ヶ岳が噴火した時に伴う地震によってお

きる津波とか湖の水圧による崩壊，文は，排水河川による侵食によって水位が現在の 13 1 mf乙

至っているものと考える。
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V 他地域との比較

(小野， 1 9 7 1 )は比高が 10m 内 は最大経 7 0 

cmでMatrixは火出齢、建ロームやロームである o 岩本大ItJの寄生火山と思われる H 十腰内小

丘群H の語りの流れ山は届手な岩石が見られる。」とあるがこれはこの地域特有のものであり，

地地域では克られなし'0翁島の流れL1J(本野 19 5 8 )は比荷数m~ 20mで，桧!京，

のそれに きし'0 きい流れlLJはその規模も大きいようだと報告されている

会主こ した結果と意克がわかれるところであ

山の構成物の 1る主主 られない。

これは桧原の流れlLJはあまり くない地とり式な岩君流であっ るからであ

ろうとされている O

所見分布している。

出(丸田 1968 )は傾斜がだやいたいお O よりゆるくなった

1 m内外の微小丘から 25 l叫立のものまである。

と りなっていて，補佐のロームも断片的は見られる。以上，桧聞の流れlUと

-規模・ くむているが， も

そを受けている点，又，スコリアが多いという点で興なるりん右手火山麓の

1 9 7 3 ) み己れる流れIlJと同じで していて，

matrixとしてのスコワア あると~，う ものとi以ている。

の髭響 た流れLlJにはこのほかに以下 2つの報告がある。 • lLl岸(1 9 7 5 ) 

山 よるものではないかとしている。こ 酸化現

られる，②二次的噴気孔のあとがある，③炭北本片の;存在などからである O 文.t主れ出

令講或する岩塊の臼 よると，

iζ流れてきたそうである O

くそろっていて，

ら00 山はその内

はさんでいて火砕流によるものでは心いかという考えもあったが，

方向が定まらと五いむどの埋由iとより現在では り式iζ流下したものとされてい

る。

上記したように流れ山の成関誌かなり異なっているが謎来は泥流民よってそれらがつくられ

たとされていた O 泥流という言葉は木村春葱(平凡社，地学辞典)によれば r水分宅金合んだ

泥~物又は火持物震が斜面を流下する現象，泥質物の流下は大雨などのあと

下は，噴火のとき火山灰に水分が加わって熱泥流となる場合，火砕流が高水や地下

オくによってくずれる場合， よって jということでありいづれ日せよ水そ滑

前としている O しかし，前記の流れ山氏は務ケ岳南麓のそれを含め水を滑剤としないで形成さ

れているものもある。又，泥詫Jという言葉の意味臼体も多種で明確で、はないコそれで火山

その一例として水野先の分類のように縮分化，明縮化される必要があると
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思う。

駒ヶ岳甫麓の流れ山は…較的lζ比高は 5m前後のものが多く，小型の部類iζ入る。

は大沼以北のはj体艶でみられるが，来端部にあたる平地に流れ山が多いので，全体的には流動

方向は不定である O 岩本山北東麓や翁島の流れ山は未端部i乙行くと比高普減じるが当地ではそ

のようなことはなし'0これは，背後記渡島山地があるので，駒ヶ岳の裾野がさえぎられている

ためと思われる O 構成物質から判断すると当地の流れ山の或因は熱の影響を受けての地iこり式

によるものと考えられる。

判

分額するところによる器詩流堆損物によっておおむれている。

2. 流れ111は識の壊止め部や一時期面下にみった平地の中l乙数多く見られる。

3. 南憶の詑掛府はその堆横物の特徴から赤井川，草川，東大沼の 3つの;岩層i奈は区分で奇きる。

なお流れ山の露頭観察はより流下時の古い唄から志弁11

となる。

4. 流れ山の規模はコアとなる きさよりはむんろそ 関{系があるo

5. 撤去弓宇I滞ゆとしては次のよう iζ考えた。

まず尊菜沼が形成され，lX.K油田国新付近で大沼の壊止めがあった O さらは

流下で水{立が標高 15 0 m位まで¥上がり，その後水設が底下し現在のような形となった。

6. 駒ヶ岳南麓の流れ山与をf岳地域の流れ山と比較すると全体的に克て，比高 5m以下のものが

多く規模は小さい。構成物より判断すると流れ山の成国詰壌発時に伴つての地にり式のもの

で、，熱の影響を受けている。

最後に，この論文

します。

るにみたって，堂iζ御指導していただし'j"'"" く!議題いた
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